
MEMOREAD
「差分解析システム」は、比較するための基準面のTINモデルと点群データ
の2つのデータを使って、両者の差分距離から構造物の剥離や剥落等の損
傷部を可視化するためのシステムです。新しく凹凸の手前側と奥側と別々
に表示することも可能にしました。近接でもわからない僅かな表面変化を
1mmから可視化する技術です。

NETIS登録番号

KK-230049-A
点群データを活用したインフラ構造物の
経年変化差分解析

比べて診る。
解析応援キャンペーン 4月末まで
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点群データを計測してお送りください!
現地計測は行っておりません。

インフラ維持点検支援システム

見えない損傷部や凹凸部をスクリーニングする技術
お試しになりませんか？

株式会社アイ・エス・ピー
東京事務所
〒110-0005 東京都台東区上野5-15-14
ONEST上野御徒町ビル9F
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注目!! 剥離・うき・はらみ・突出部のみを表示します

スタッフと解析内容のお打ち合わせ
解析場所や解析の目的を確認させて頂きます。

3
ＩＳＰで解析してデータをお返しします!
納品には余裕を持ったお時間を頂きます。無償Viewerでのご返却

損傷部のスクリーニング解析

点群データはお客様ご自身で計測をお願いしています。点群データを御支給いただいてからの解析費用
となります。目的と内容に応じて価格が変動します。作成は先着順での実施をさせて頂きます。規模や内
容によってはお受けできない場合もございます。

5万円～
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お問い合わせ先
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